
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

塩化ビニールシートに紙製シートを貼り合わせて成る
壁紙の廃材を原料とし、該壁紙を細かく破砕し形成した 塩化ビ
ニール片と紙片の貼り合わせ構造を有する破砕片と、繊維状吸水材又は粉粒状吸水材とを
組成材とする粗粒状体から成

ことを特徴とする排泄物処理材。
【請求項２】
上記粗粒状体は水分を吸収すると粘着性を生ずる粘着成分を含有せる通水性被覆を有する
ことを特徴とする請求項１記載の排泄物処理材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は人間や動物の排泄物の処理材として、壁紙の廃材を原料として再利用した粗
粒状体から成る排泄物処理材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１，２等に代表されるように、従来より木材パルプを造粒し粒状にして成る動
物の排泄物処理材が周知であるが、この木材パルプを原料とする排泄物処理材は省資源の
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表面に表飾のための凹凸が施された
表面に上記凹凸を残存する

り、該粗粒状体中の塩化ビニール片の上記凹凸面が対面して
通水路を形成し、該通水路内に上記繊維状吸水材又は粉粒状吸水材を保持した構造を有す
る



要請に反し、又木材パルプは比較的高価であり、安価であることが求められている排泄物
処理材の原料としては経済性、市場性に欠ける問題点を有している。
【特許文献１】特許第２５３４０３１号
【特許文献２】特許第２８３３６９７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は上記木材パルプに代わる原料として、産業廃棄物として多量に排出されている
壁紙の廃材を再利用した排泄物処理材を提供し、省資源の要請に資するものである。
【０００４】
　建物の内壁の化粧材として壁紙が汎用されており、殆どの壁紙は塩化ビニールシートに
紙製シートを貼り合わせ、紙製シートを下地（石膏ボードやモルタル下地又は合板）への
貼り付け手段とし、塩化ビニールシートに各種凹凸模様を施して室内壁面を構成する表飾
手段としている。
【０００５】
　上記貼り合わせ体から成る壁紙は製造工程において多量の不良品、端材を廃材として発
生し、又建物の取り壊しやリフォーム、壁紙貼り替えに伴い、多量の廃壁紙が排出されて
いる。
【０００６】
　これら塩化ビニールと紙製シートの貼り合わせ体から成る壁紙は、塩化ビニールとして
も、又古紙としてもリサイクルが困難であり、現状では焼却処分、埋め立て処分されてい
るのが実情であり、環境問題を招来している。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は上記 塩化ビニールシートに紙製シートを貼
り合わせて成る壁紙の廃材を原料とし、該壁紙を細かく破砕し

塩化ビニール片と紙片の貼り合わせ構造を有する破砕片を形成し、該破砕片に繊維状吸
水材又は粉粒状吸水材を混合し造粒した粗粒状体から成

る排泄物処理材を提供するものである。
【０００８】
　上記粗粒状体の表面には水分を吸収すると粘着性を生ずる粘着成分を含有せる通水性被
覆を形成し、該通水性被覆が受尿した時に隣接する粗粒状体と粘着せしめ塊状にして除去
し、交換できるようにする。
【発明の効果】
【０００９】
　排泄物処理材は粗粒状体化することによって、使用量の調整や、受尿部分のみの廃棄交
換を可能としているが、本発明は塩化ビニール片によって上記粗粒状体の体積を確保する
増量材として有効に機能させつつ、該塩化ビニール片に付帯する紙片に吸収性能を具有せ
しめ、壁紙の廃材利用と相俟って排泄物処理材の大幅なコストダウンを達成するものであ
る。
【００１０】
　殊に上記排泄物処理材は従来焼却処理等されていた廃壁紙を適性原料として再利用し、
省資源に資するものである。
【００１１】
　上記廃壁紙が固有する塩化ビニール片は上記増量材、粒状形成材として機能しつつ、紙
片が吸収した排尿を塩化ビニール片が遮水して紙片の紙層中に有効に保水せしめる。
【００１２】
　加えて塩化ビニールシート及びこれに由来する塩化ビニール片は、表面を表飾するため
の多数の凹凸を有し、該塩化ビール片の凹凸内に繊維状吸水材又は粉粒状吸水材を捕捉し
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表面に表飾のための凹凸が施された
た表面に上記凹凸を残存す

る
り、該粗粒状体中の塩化ビニール

片の上記凹凸面が対面して通水路を形成し、該通水路内に上記繊維状吸水材又は粉粒状吸
水材を保持した構造を有す



、塩化ビニール片と両吸水材との一体造粒化を助ける。
【００１３】
　又上記塩化ビニール片でバックアップされた紙片がその紙層中に排尿を吸水し保水する
と同時に、粗粒状体中の破砕片の塩化ビニール片が対面して、即ち凹凸面が対面して通水
路を形成し、該通水路内に上記凹凸によって上記繊維状吸水材又は粉粒状吸水材を確実に
保持する。
【００１４】
　排尿は上記通水路内に誘引されつつ通水路内の繊維状吸水材又は粉粒状吸水材と凹凸に
捕捉され、その機能を遺憾なく発揮せしめる。
【００１５】
　又排泄物処理材の原料とする廃壁紙はその塩化ビニールシート中に、通常、重量比３０
％程度の炭酸カルシウムを含有するので、粗粒状体中に自動的に炭酸カルシウムを取り込
み、この炭酸カルシウムにより重みを付加し飛散や動物の体毛への付着を防止する重量付
加効果を発揮せしめることができ、新たに炭酸カルシウムやクレー等の鉱物質充填材を加
える必要が無いか、減殺できるから更にコストダウンに繋がる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１に示すように、壁紙１は塩化ビニールシート２にパルプを原料として製紙された紙
製シート３を貼り合わせた構造を有し、この壁紙１を破砕機にかけ細かく破砕して図２に
示す破砕片４を形成する。
【００１７】
　図３に示すように、上記破砕片４は片面に塩化ビニール片２′を有し、他の片面に紙片
３′を有する両者の貼り合わせ体から成り、この破砕片４と繊維状吸水材又は粉粒状吸水
材１１とを組成分とする粗粒状体５を形成する。
【００１８】
　上記塩化ビニールシート２は表飾のために表面に無数の凹凸１０を有し、従って破砕片
４を形成する塩化ビニール片２′も表面に凹凸１０を残存している。
【００１９】
　この凹凸１０は粗粒状体５における上記吸水材１１の捕捉機能と水分の捕捉機能を付加
する。
【００２０】
　この粗粒状体５中の塩化ビニール成分と紙成分（パルプ繊維成分）の比は、壁紙１の組
成比と同じで、略３：２であり、吸水性に必要なパルプ繊維成分を紙層として充分に取り
込むことができる。
【００２１】
　粗粒状体５の組成分として上記破砕片４を重量比１０～９０％程度配合し、例えば破砕
片４を４０％配合した場合には、粒状体５全体中に紙片３′に由来するパルプ繊維成分１
６％と、塩化ビニール片２′に由来する塩化ビニール成分２４％を配合したことになる。
【００２２】
　前記の通り、壁紙１である塩化ビニールシート２中には、炭酸カルシウムを重量比で３
０％程度含有し、破砕片４の配合量に応じた量の炭酸カルシウムを粗粒状体５中に取り込
むことができる。
【００２３】
　炭酸カルシウムに代表される無機充填材は粗粒状体５に重みを付加し、飛散や動物の体
毛への付着を防止し、新たに炭酸カルシウムやクレー等の鉱物質充填材を加える必要が無
いか、減殺できる。
【００２４】
　上記に従い粗粒状体５全体の組成分中には破砕片４を１０～９０％程度含有せしめ、繊
維状吸水材又は粉粒状吸水材１１を１０～９０％配合する。
【００２５】
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　上記粉粒状吸水材１１としては吸水性ポリマーやでんぷんやＣＭＣ、木粉や紙粉等を用
い、又繊維状吸水材１１としてはパルプ繊維、殊に古紙を綿状に離解した繊維、その他ト
ウモロコシ残渣等の食物残渣を適用できる。
【００２６】
　これら粉粒状吸水材１１又は／及び繊維状吸水材１１を粗粒状体５全体の組成分中に１
０～９０％程度含有せしめる。
【００２７】
　上記破砕片４の大きさは紙片３′が製紙されたシート片としての形態を残存し、且つ塩
化ビニール片２′がシート片としての形態を残存する、２～１２ｍｍ程度の細かく破砕さ
れた破砕片４である。
【００２８】
　上記紙粉は紙製シート３を短繊維状に離解したもの、粉末状のものでシート形態を残存
しないものを意味する。
【００２９】
　又上記破砕片４と一緒に壁紙１に由来しない、その他の紙片、例えば印画紙や紙製食品
容器の紙片又は建材である石膏ボードの破砕片を併用することを妨げない。
【００３０】
　又粗粒状体５又は下記の通水性被覆１２中に、抗菌剤、芳香剤、脱臭剤、有害物質吸収
剤、マイナスイオン発生材等を配合することができる。
【００３１】
　上記破砕片４と繊維状吸水材又は／及び粉粒状吸水材１１を既知の造粒機にかけて造粒
し、図３Ａに示す粗粒状体５を形成する。好ましい例として、上記破砕片４と木粉，無機
充填材，パルプスラッジの一種又は二種以上を混合した混合体に水分を吸水すると膨潤し
粘着性を生ずる吸水性ポリマー又はでんぷん又はＣＭＣ等を混合し、噴霧又はシャワーに
て貧加水して撹拌し、これを既知の造粒機にかけ造粒して乾燥し、２～２０ｍｍ程度の大
きさを有する粗粒状体５を得る。
【００３２】
　上記吸水性ポリマー又はでんぷん又はＣＭＣは貧加水により部分反応し、破砕片４及び
吸水材１１相互の結合材として機能する。即ち保形材として機能し、粗粒状体５の粒子形
態を保持する。
【００３３】
　図４に示すように、上記粗粒状体５の表面には水分を吸収すると粘着性を生ずる粘着成
分を含有せる通水性被覆１２を形成し、該通水性被覆１２が受尿し吸水した時に隣接する
粗粒状体５と粘着せしめ塊状にして除去し、交換を容易にする。上記粘着材としてはでん
ぷんやＣＭＣを用いることができる。
【００３４】
　上記通水性被覆１２は受尿時に水分を急速に吸収し粘着性を発揮する層であり、該通水
性被覆１２の組成材として、紙粉又は木粉を基材とし、これにでんぷん又はＣＭＣを配合
したもの、或いはこれらに吸水性ポリマーを配合したものを用いる。でんぷんやＣＭＣは
水分を吸収して粘着性を発揮し、隣接する粗粒状体５と結合する。吸水性ポリマーは水分
を速やかに吸収して保水し膨潤する効果が大である。
【００３５】
　上記のように造粒機により粗粒状体５を造粒し、該粗粒状体５を乾燥工程に供する前の
湿潤状態において、希釈接着剤液を粗粒状体５の表面に噴霧し、これに例えば吸水性ポリ
マー（粉体）とでんぷん又はＣＭＣと紙粉の混合材をまぶし付けし、上記通水性被覆１２
を形成する。然る後上記乾燥工程に供する。
【００３６】
　上記希釈接着剤液の接着剤としては水溶性接着剤、例えばＰＶＡ（ポリビニールアルコ
ール）を用いる。
【００３７】
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　図５に示すように、上記壁紙１を破砕し破砕片４を形成する手段として、例えば円筒形
のスクリーン６の上部供給口７から大まかに分裁した壁紙１を供給し、上記スクリーン６
の内面に沿ってハンマークラッシャー８を回転させて上記壁紙１をスクリーン６内面とハ
ンマークラッシャー８との間で摺擦し、引きちぎるように破砕する。この時、スクリーン
６に破砕歯９を設け、この破砕歯９とハンマークラッシャー８との間で上記と壁紙１を引
きちぎるように破砕し上記破砕片４を形成することができる。
【００３８】
　図２に示すように、上記破砕によって形成された破砕片４の紙片３′はその紙層を組成
するパルプ繊維がほぐされて（離解状態になって）破断面に起毛３″を突出した状態を形
成している。
【００３９】
　又は破砕手段として、カッターを用い、上記壁紙１を比較的鋭利な剪断面を以って切断
し、上記破砕片４を形成することができる。
【００４０】
　図６に示すように、上記廃壁紙１が固有する塩化ビニール片２は上記増量材、粒状形成
材として機能しつつ、紙片３′が吸収した排尿を塩化ビニール片２′が遮水して紙片３′
の紙層中に有効に保水せしめる。
【００４１】
　加えて塩化ビニールシート２及びこれに由来する塩化ビニール片２′は、表面を表飾す
るための多数の凹凸１０を有し、該塩化ビール片２′の凹凸１０内に繊維状吸水材又は粉
粒状吸水材１１を捕捉し、塩化ビニール片２と両吸水材１１との一体造粒化を助ける。
【００４２】
　又上記塩化ビニール片２′でバックアップされた紙片３′がその紙層中に排尿を吸水し
保水すると同時に、粗粒状体５中の破砕片４の塩化ビニール片２′が対面して、即ち塩化
ビニール片２′の凹凸１０面が対面して通水路１３を形成し、該通水路１３内に上記凹凸
１０によって上記繊維状吸水材又は粉粒状吸水材１１を確実に保持する。
【００４３】
　排尿は上記通水路１３内に誘引されつつ通水路１３内の繊維状吸水材又は粉粒状吸水材
１１と凹凸１０に捕捉し、粗粒状体５の吸水と保水目的を有効に達成する。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】壁紙の断面図。
【図２】Ａは上記壁紙の破砕片の平面図、Ｂは同断面図。
【図３】Ａは上記壁紙を原料とする粗粒状体の側面図、Ｂは同拡大断面図。
【図４】通水性被覆を形成した上記粗粒状体の断面図。
【図５】破砕片の形成装置を例示する断面図。
【図６】上記粗粒状体を組成する破砕片の塩化ビニール片による通水路を説明する拡大断
面図。
【符号の説明】
【００４５】
　１…壁紙、２…塩化ビニールシート、２′…塩化ビニール片、３…紙製シート、３′…
紙片、３″…起毛、４…破砕片、５…粗粒状体、６…スクリーン、７…上部供給口、８…
ハンマークラッシャー、９…破砕歯、１０…凹凸、１１…繊維状吸水材又は粉粒状吸水材
、１２…通水性被覆、１３…通水路。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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